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2024 年５月８日 174号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

庄屋さん 
 3つの領主（幕
府領が里と浜、
三条家領、大炊
御門家領）で庄
屋が４つ。伊佐
家は浜の幕府領
の庄屋。領主と
村人の間の存在
でした。でも、
東向きには耕作
地が多かった
が、庄屋も神社 

 

   どうぞお越しください 
今年は例年より遅いですが、恒例のまる

ごと市を行います。野菜、花、手作り品、

布、衣服等のリサイクル品、多肉植物、布

ぞうり、炊き込みご飯等々の予定です。ま

たフリ―マーケット数店余裕があります。 

 

●
野
菜
・
花
・
手
作
り
・

炊
き
込
み
ご
飯
等 

出店ご希望の方はまるごと館まで

ご連絡下さい。朝 9時から 11時 30分

までの短時間ですが、館内では座席が

ありますからお茶、コーヒーをどう

ぞ。共におしゃべりに花を咲かせ、楽

しみませんか。お待ちしています。 

  

2023年5月21日春のまるごと市 

里垣内 

浜垣内 

東向き 

渡し舟 

 

八
幡
町
（
八
幡
宮
領
） 

外部からわか
らないように、
お風呂があり
ました。内密な
方がおられた
のかなという
お話でした。 

 

 

江戸時代八幡の村々  
(たんけん八幡より) 

中庭 

伊佐家の茅葺きの前で、伊佐さんも 

伊佐家に 
当日は中に入り、燭台つ

きピアノ、大くど、井戸、
今は手に入らない｢桃山｣
という赤い壁土の壁、大事
な客が来た時の式台など
伊佐さんから説明してい
ただきました。奥には母屋
と高縁でつながった蔵が。 
あやめ(？)の咲いた庭

には水が入れば池になる
ような部分があり、以前は
井戸に水があれば水で満
たされていたようです。 

 

石田神社 

めは今はない巨椋池の茅で)はかなり傷ん
できていて近い内に2年かけて直される。 
 職人さんが限られている中でかなり大が
かりの修復になるとのこと。中の荷物を運
び出さないと、とおっしゃっていました。 
伊佐さんのお話を聞いていて感じたので 

 

 

道標 

伊佐さんの説明 

赤壁｢桃山｣、右に式台 

もありませんでした。色々不満があったようで
す。１772年当時には232軒の家がありました。 

   庄屋の仕事は 
伊佐郷右衛門の天保10年(1839年)の日記が

あって、庄屋の1年の取り組みがよくわかりま
す。村中、年間の休みが決められていました。
その日は仕事をしない。色々な行事が目白押 
しでした。また、村人が逃散したり、博打を 
したりしたら庄屋の責任になりました。何か 
事が起これば４つの庄屋が合議で解決したと 
いいます。畑や神社の参詣のためには木津 
川を渡る船が必要でした。そういうことも庄屋
が管理していました。 
 
 

 

23日    上津屋(こうづや)へ 
まるごと館の八幡の歴史の出口修さんの案内

で、雨の中伊佐家へ行ってきました。2016 年 11
月から2度目に。江戸時代の八幡上津屋村の歴史 

 

を詳しく教えていただいています。伊佐家は
1734 年に建てられた大きな庄屋さんのお家で
す。当時、上津屋村は３つの集落、里垣内、浜
垣内、東向き(隣横に地図)からなっていました。 

 

<４月にこんなことをしました> 

 

維持してゆく 
裏の蔵の基礎の部分

をコンクリートにされ
るのにはとても手間が
かかったそうです。現
在、伊佐家の母屋の厚
さ1.5mもある茅葺(始 
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絵手紙講習会>  描く材料があれば持って来てください。 
５月８日(水)午後 1 時 30 分～   
＜歴史を学ぶ 新八幡の歴史 NO55>   
５月９日(木)１3 時 30 分～ 講師出口修さん 参加費 100 円  月 1 回です 
＜パソコン教室＞     
５月 13 日(月)10 時～12 時 パソコンを持って来て下さい。費用 200 円(コーヒーつ
き)  毎週月曜日 10 時～12 時です 
オカリナクラブ ひまわり＞  楽しめる時に。  参加費100円 
５月13日(月)13時30分～ 毎週月曜日、祝日はお休みです 
<楽しい理科の実験 NO５５>  調味料で 10円玉をピカピカにするに変わりました 
５月 17 日(金)13 時 30 分～ 講師 木下章司さん 参加費 300 円(コーヒーつき) 
<パッチワークポシェット 1回目>   
５月 23 日(水)13 時～ 講師 西角千代子さん 持ち物 裁縫道具、ハサミ、鉛
筆、ものさし 材料代は 2300円です。コーヒー飲まれる方は 50円です 
＜春のまるごと市＞ 野菜等、他にも色々 あります。楽しめる時間が共有できる一日を。 
５月 26 日(日)９時～1１時 30 分 まるごと館内と駐車場を使って行います。フリー
マーケット７店を募集します。ご希望の方はまるごと館までご連絡下さい。 
<映画上映会＞｢はい泳げません｣ 
６月５日(水)13 時～ 上映です。100 円です.1 時間 53 分 

八幡まるごと館５月・６月の予定  休み   

 
 

上映でした。まだ経験していない道ですが、そ
のうちに通るかもしれない道、そういう感じで
すね。特に家族との別れでは色んなことが思い
起こされ振り返ってしまいます。見られる
方々で夫々ですが、気持ちに訴えかけてく
る映画でした。見たい方は DVD でどうぞ。 

5日 ｢ぼけま
すから、よろ
しくお願いい
たします。～
おかえりお母
さん～｣の再 
 

 

絵手紙合同作品展 

げていま
した。参加
者の方々
や館の生
産 者 の
方々がお 

絵手紙講習会 

家の花や野菜を持って来て下さいました。合同
絵手紙展には沢山の方が作品を出して下さっ
て場所に余裕がないくらいでした。前回(2022
年 9 月)より多いように思いました。森本さん
が切り開いて来られたんですね。森本さんが帰
って来られるまで皆でしっかり続けます。 
 

10 日 この日は参
加者が少なかった
です。森本玲子さん
もお休みで｢寂しい
な寂しいな｣と言い
ながら作品を仕上
げて 

     
5月3日(金)～5月7日(火) 
6月8日(土) 

映画上映会 

 

オカリナひまわり 

のよう
に招待
してい
ただけ
ると嬉し

いです。 

15日 吉井松里の町内会の福祉部から
の依頼で行ってきました。中々合わな
くて何度も何度も練習を重ねてきま
したが、間違える時は間違えますね。
18曲でしたが、参加者の方々が歌って
下さってほっとしました。オカリナ始
めて9年になろうとしています。少し
ずつですが、新しい曲にも挑戦し、こ 

っ て 来 ら れ て 、
Excelや Wordを。で
も始めは 1週間ぶり
で話が始まってしま
って止まりません。
一人で家でパソコン
に向かっているより 
 

パソコン教室 

22日 参加される方々はパソコンを持 
 
 

楽しく取り組めると言われます。 

八幡まるごと館５月・６月の予定  休み   

 
 

出され期間が終わ
らない内に片付け
に行きました。今回
の感想に｢同じ野菜
や花でもひとりひ
とり違っていて面
白かった｣と書いて
下さっていました
が、確かに描かれた
方々の個性が出て 
 
 
 

11 日～21 日  文化センター
ミニギャラリーにて森本玲子 
さんに教えていただいている６ケ所の方々
の作品を展示させていただきました。2022
年 9 月に続き 2 回目になります。まるごと
館単独では 2018 年から 2021 年まで毎年展
示、特に 2020年にはコロナ緊急事態宣言が 
 
 

いるのは森本さんが声かけして下さってい
るからだと思います。いつもなら展示会場に
足しげく通われて見に来られた方々と話さ
れていたと思いますが。素晴らしい絵手紙展
だってと思います。ありがとうございました。 

あんなことこんなこと 日々に追われる生活でした。落ち着いて
まるごと市を取り組めたらと思います。
どうぞご参加下さい。お待ちしておりま
す。     (うえたに じゅんこ) 

伊佐家書ききれませんでした。伊佐家を出
てからを｢伊佐家にいきました(２)｣として次
号に。参加者の皆様ありがとうございました。 
 

そこから何を受けとめるか 
まるごと館で八幡の歴史を学ぶまで長年

八幡に住んでいながら何も知らずに暮らし
ていました。庄屋さんとはまた違う当時の村
人がどんな生活をしていたのか、私ならどう
生きていたのかとつい考えてしまいます。現
地にこのように行き、話が聞けるのが嬉しい
です。まだまだ知らないことだらけですか
ら、学んでゆきたいです。 れたのではないかと思います。 

 

家の前に堀が(環濠住居) 

すが、この歴史遺
産の伊佐家を 290
年前に近い形で、
代々守って来ら
れた。正法寺でも
感じたのですが、
そういう責任を
もって生きて来ら 
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＊ 


